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エボニック、インディアナ州ラファイエットの医薬品原料製造

拠点増強に 1億米ドルを投資 

 

• アメリカを拠点とする受託製造サービスの需要拡大に対応 

• 複雑化する医薬品原薬への対応能力をさらに向上 

• 次世代テクノロジーへの投資は、世界的にバランスの取れた生産基

盤の構築を目指す戦略において重要な一歩 

• 投資により雇用を確保し、地域経済に貢献 

 

 

エボニック インダストリーズ（本社：ドイツ、エッセン）は、アメリカ・インディアナ

州ラファイエットにあるティピカヌー研究所（Tippecanoe Labs）の製造能力を

強化するため、大規模な投資を行います。同拠点は、世界最大級の医薬品原

薬（API）製造施設、業界最大規模の高薬理活性原薬（HPAPI）製造拠点、さら

にグレーター・ラファイエット地域における主要な雇用主としての顔を併せ持っ

ています。 

 

今後 5年間にわたり 1億米ドルを投じ、大型反応器やその他の重要システム

を含む主要設備の近代化を進め、信頼性の向上、自動化の推進、人間工学

に基づく作業環境の改善と効率化を図ります。今回の製造能力増強により、

エボニックはアメリカを拠点とする医薬品原料の受託開発製造（CDMO）サー

ビスへの急速な需要拡大に対応できる体制を整えます。 

 

ヘルスケア事業部責任者のギド・スクドラレック（Guido Skudlarek）は、「当

社にとって、アメリカの医薬品原料事業の強化は戦略上不可欠です。需要が

急増する中、ティピカヌーは、より強靭で、世界的にバランスの取れた生産基

盤を構築する上で極めて重要な役割を果たしています」と述べています。 

 

エボニックは、北米、欧州、アジアにわたるグローバルな生産基盤のバランス

調整を進めており、特に医薬品原料の CDMO事業については北米に重点を

置いています。エボニックにとって、ティピカヌー拠点は、低分子原薬における

世界的な CDMOネットワークの中核を担っています。低分子化合物は、何十

年にもわたり医療の礎であり、その汎用性の高さや投与のしやすさから、重要

性は高まり続けています。ティピカヌー拠点の近代化は Next Generation 

Technologies（次世代テクノロジー）への投資であり、技術的なリーダーシッ

プの維持、エネルギー効率の高いプロセスの強化につながります。 

 

地政学的な不確実性により、重要な医薬品原料やデリバリー技術の地域内生

産を強化することの重要性が改めて浮き彫りになっています。さらに、現代の
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治療目標を達成するためには、製造が困難な複雑な分子が必要とされていま

す。エボニックはすでに複雑な合成に対応していますが、分子の複雑化が進

む中、こうした能力を維持・拡大するためには投資が必要となります。 

 

ヘルスケア部ドラッグサブスタンス（医薬品原料）製品ラインの責任者ダニエ

ル・フリッカー（Daniel Fricker）は、「原薬（API）の複雑化が進行しています

が、今回の投資により、がん、代謝性疾患、心血管疾患といった極めて重要な

疾患に対する、これまで以上に難易度の高い分子の開発に、お客様と協力し

て取り組むことができるようになります」と述べています。 

 

ティピカヌー研究所は、2010年に製薬会社イーライリリー社から買収し、650

人以上の従業員を擁するエボニックの北米第 2の規模を誇る拠点です。保

守、物流、ケータリング、警備などには、さまざまな委託業者も携わっていま

す。ティピカヌー研究所のサイトマネージャーを務めるトッド・ウェットリ（Todd 

Wetli）は、「今回の 1億ドルの投資は、こうした雇用を維持し、地域経済に貢

献し、グレーター・ラファイエットのコミュニティを強化することにつながります」

と述べています。 

 

この投資はインディアナ州シェードランド・タウンの支援を受けており、地域経

済の成長をともに目指す姿勢を示しています。 

 

南北アメリカ地域におけるエボニックの詳細については、弊社ウェブサイトをご

覧ください。  

https://www.evonik.com/en/company/worldwide-locations.html 

 

 

 

エボニック インダストリーズについて  

エボニックは、ドイツのエッセンに本社を置く世界的な化学企業です。革新的な強みと最先端の技術的専門

知識を組み合わせ、化学のその先を目指しています。100カ国以上で事業を展開し、2025年度は141億

ユーロの売上、19億ユーロの利益（調整後EBITDA）でした。業界をリードする企業として、オーダーメイドの

製品とソリューションでお客様に決定的な競争優位性を提供します。「毎日の暮らしを豊かに」という同じ目

的のもと、約31,000人の社員が働いています。 

 

免責事項                                         

このプレスリリースに記載されている見通しや期待、または将来の予測に関する記述は、既知または未知

のリスクと不確実性を含む可能性があります。実際の結果や発展は事業環境の変化により異なる場合があ

ります。エボニック インダストリーズ AGはこのリリースに含まれる見通し、期待、記述に関して、更新の義

務を負いません。 

 

（本プレスリリースは、2026年 7月 8日付で本社から発行されたプレスリリースを翻訳しています。） 

 


